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要斡

スボ…ツの中で，音が動さきにどのように影響するかを検討するために，今回は音そ謀介する

スポーツとしてボールを使用するスポーツを対象にして聴力検衰を行った。なかでも特に反射

的に動く卒球に焦点そあて襲カを測定した。卓球は視覚情報を重要課し，その研究は多い。今

回は中央大学の卓球部の男女の部員を被験者としその穂、カ特牲を見たものである。その結果，

卓球部誌の聴力検査の結巣. 1000-2000 Hz会壌として低域および高域崩波数帯域の聴力損失

が変化することが分かる。一方，卓球合にボ… Jレが縛む卓球選の周波数そ謂べた結果，パワー

スペクトルでピークが 1000Hzとなり，これに多くの周波成分が含まれることが分かった。 

I 鰭

結への情報の入力蕗として聴覚は視覚と同様に強要な働きをする。特にスポ…ツにおいて

は，全ての感覚器を有効に駆援して熟糠した動きそ彰成し，技術の向上と観現効果を向上させ

るために毎日練習号しているのである。

特にトップクラスの選手にとって感覚器は，技術を上達させる手段として疎かにできないも

のとして位蹴づけられる。このよ引こ運動特には，浅まざまな感覚器からの情報が身体にもた

らーされて運動が遂行される。なかでもボール等の媒介物を過して行われるスポーツの場合に

は，視覚情報のみでなくあらゆる感覚情報が駆使ぢれると考えられる。ボール等の道具を使用

して行うスポ…ツの場合，議覚槽報は欠かせないものであるが，一昆晃落と議れがちな務覚f警

報も灘動を行う場合の議擦な要素と考えられる。
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今回，この聴覚機織である聴力を測定ふ運動との関わりについて見た。 通常，謹動� iこは平

衡感覚が運動iこ欝連する要素としてあげられるが，麓力が巣たしてどのように韻速するのか，

スポ…ツの種類によって変わるのかをボール会媒介として行うスポーツに集点をしぼり測定し� 

fこo

感覚器関係の中では，今までスボ…ツと童接的に関わりを持ち露響を受ける視覚等について

研究された報告は多くあるo しかし聴覚の中でも聴力に寵する研究は多くは行われていないの

が現状でみる。

今留，中央大学の運動部のやで，もっとも奮の務報が関係すると思われた卓球の選手そ主な

被験者として，替がどのように溜動に作用するかの検討を試みたので報告する。� 

E 測定方法�  

? 被駿者

被験者は，中央大学男子卓球部?名，女子卓球部� 13名，男子硬式テニス郎� 9名，男子バレ一

部� 3名，一般学生男子� 3名，女子� 13名である。� 

2 穫カ特性の測定

最小司轄舗の銭導聴力(語力と を，オージオメーター〈リオン社製� MOD.AA-7Dに

よって測定した。

測閥波数は，� 125. 250. 500，1000，4000，8000 Hzで検資周波数の頗序比� 1000Hzから

始め� 4000，部OOHzとI1匿に高いほうを測定し，蒋渡� 1000Hzを測定した後，その差が� 5dB以舟

の場合は� 500，250，125 HzとI1掴次低い方へと議定した。� 1000Hzの撰定結巣が� 10dB以上変動

があった場合は測定をやり直した。測定で得られた値は，寝耳を� O耳]実織で，在五を� x原点線

した。単位は� 5dB単位である。

測誌は，� 1995年� 11月より� 1996年� 12月まで行い，その題� 1996年� 7月には外耳よ誌に可逆性の

あるプラスチック製などの耳桧そ持入し(本議資ではこれをマスキングと呼ぶ)オージオグラ

ムをとり，また，この外部の複合賢から特定の建設数傾域を減衰させた勝。カ特性の卓球動作に

る影響を調査した。� 

3 測窓獲の靖語音レベル

聴力を測定する環境の培騒のレベルは，簡易騒音訴(リ:オン社製� NA-02)を使って� 5秒鵠磁
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でお樹の� A特性の謹を記縁し， よってそれらの僚から業穣度数詣離を轟いて求めた結� 

巣，� 46 dB(A特性)であった。� 

m 調Ij定結果

? 繕カ特性

各群の内から代表的な� 3例の悪意力特性を示すと，題� 1-溜-6となり，それぞれ特蓄量的な鱗

向が示される。

部ち，閥� 1および図-2の卓球部織の左の聴力の値は，おの聴力よりもやや高い値を示す傾

向が見られる。

これに比べて，関十5の一般学生の聴力の胤波数に対する特性はほぼ鑑線的であり，ノぜレーや

テニスに要求される特性はこれらの間にあるとも考えられる。
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O 2000 

図� 6に示すようにマスキングをして卓球の練習を行ったところ，集中力が増すという報告

と，気分が悪くなったとの申し出があった。これらは外部からの情報信号が適度に遮蔽された

結果の集中力の増大と，過度の遮蔽による心理的な安定度の減衰による結果とも考えられた。

これらの考え方から図ーし� 2を見ると.� 1000 -2000 Hzを境に情報量の多いと考えられる高

域の周波数帯に向かつて，聴力損失� (HearingLoss)が誠少していることが分かる。このため，

位置，方向あるいは速度などの情報の音源とも考えられる卓球のボールが台に弾むときに音に

ついて固有の周波数を調べてみた。

測定には，公式の車球台を使用して.� DATレコーダ(デンオン製� DTR-100p)によってサ

ンプリングタイム� 20kHzで記録を行った。

図-7は卓球台のパワースペクトルで， ピークは� 1000Hz程度となり，前述したように� 1000 
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図-7 卓球のボール音のパワースベクトル
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~	2000 Hzを墳にした高音議の轄力に特性があることと ることが分かる。

このように卓球部，テニス部，バレ一部，一般学生努女と聴力のj脳定~行ったが，同じよう

にポールを謀介して行うスポーツではあるが，藷によってより敏速に反射的に動くことが要求

される卓球には，特有の聴jJ特性のあることが分かる。

今回は聴力特性のみにしたが，聴力を減窺ぢ した場合(マスキングをして練

習)，どのような動作に変化を起こすかについて動作分析も行ったが，分析例が少ないため今後

継続して検討の予定であるo また，マスキング時における心拍数の獲化についても測定事例が

少数のため見送る。
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